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Part 2

共同利用

地球研は、大学共同利用機関として学術の発展に寄与するために、共同利用の機能を充実させています。国内外の研究者が実験施設・装
置を利用し、効果的に先端的な共同研究ができる環境を提供しているほか、これまでの研究活動により蓄積された研究成果資料やデータを管
理し、データベース化して公開するなど、広く学術界に貢献するための活動をおこなっています。

■実験施設

地球研は、国内外のさまざまな地域で共同研究をおこない、多
様な研究試料を取り扱っています。試料のなかに眠るいろいろな種
類の環境情報を取り出し、それぞれの関係性を総合的に理解する
ことで、地球環境問題を引き起こしている人間と自然の相互作用環
の姿を明らかにすることができます。地球研が実施している研究プ

ロジェクトや同位体環境学共同研究（p49）に関係する国内外の研
究者（2019 年度は 57 機関、合計 236 名の研究者）が地球研の
実験施設を利用し、地球環境問題の解決をめざした研究をおこなっ
ています。

■学術データベース

研究成果をはじめとする地球研の活動記録を広く情報資源として
蓄積し、利用可能な形で次世代にのこすため「地球研アーカイブ
ズ」を整備しています。この地球研アーカイブズには、各種出版
物、研究会についての資料や映像（約 8,900 件）、研究データや
報告書などの電子版（約 4,400 件）、写真データ（約 4,200 件）が
収録されています。

このほか、2015 年度から運用を開始した地球研の学術情報リポ
ジトリでは、これまでの研究プロジェクトの研究成果（約 2,750 件）
を閲覧しやすい形で一般に公開し、社会への一層の還元に努めて
います。

総合地球環境学研究所アーカイブズ・データベース
https://www.chikyu.ac.jp/rihn/archive_datebase/archive/
総合地球環境学研究所リポジトリ
https://chikyu.repo.nii.ac.jp/

■研究者への技術支援・人材育成

地球研では、さまざまな分野の研究者や、学生、実務者等の外
部利用者に対して講習会や技術支援をおこなっています。情報基盤
部門では、フィールドワークに基づく地理情報の収集とデータ化、
地理情報システム（GIS）によるデータ解析という、地球環境学研
究の一連のプロセスに対応したGIS関連技術を習得するための講
習会を実施しています。また、「情報基盤セミナー」の開催を通し
て、情報基盤部門のスタッフが有する技術や研究課題の萌芽となり
得るトピックを共有する機会を提供しています。2019 年度の情報基
盤セミナーでは、地球研が取り組むシリアスゲーム（環境と社会の
関係を扱ったボードゲーム）のデザインと実践から、地球環境学研
究におけるモデルデザインのあり方について検討しました。さらに、
現在、試用版として公開段階にある「地球環境学ビジュアルキー

ワードマップ」では、関連するキーワードアイコンを探索し、アイコ
ンに紐付いた地球環境学情報を収集することを通して、使い手の関
心に応じて地球環境学の視点を整理するとともに、今後の研究展
開への思考の支援を実現しようとしています。

総合地球環境学研究所リポジトリ

情報基盤セミナーでのシリアスゲームの
テストプレイの様子（2019 年 9 月） 地球環境学ビジュアルキーワードマップ
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■同位体環境学共同研究事業

地球環境に関する研究においては、対象とする地域や時間のス
ケールはさまざまですが、水・大気・生物・土壌など生態系を構
成する種々の要素、人間の活動とその歴史など、あらゆる人間と自
然の相互作用環のなかに、元素の安定同位体比という「指紋」が
内在しています。地球研では、多様な環境物質と多くの元素につい
て、この指紋情報を得ることができる実験機器を整備してきました。
これらの分析を通じて、地球環境問題の解決に資する研究をおこな
うことは重要なミッションです。地球研では、これらの研究を「同
位体環境学」と呼び、全国の研究者との共同研究を 2012 年度よ
り進めています。

同位体環境学共同研究事業は、「地球化学」「水文学」「生態学」
「地質学」「鉱物学」「人類学」「食品科学（産地判別）」「科学捜
査」など、細分化された専門的学問領域で活用されている「同位
体手法」を、幅広い環境学の研究に利用し、単なる「機器の共同
利用」ではなく、「研究方法」や「研究成果の活用方法」も共有
する共同研究をめざしています。同位体環境学共同研究事業は年
度ごとに公募しており、幅広い分野の申請を受け付ける「一般共同
研究」と、計測・分析部門と密に連携した新しい分析手法の開発
などをおこなう「部門共同研究」を募集しているほか、2018～2019
年度は「特設分野の共同研究」の募集もおこない、2020 年度か

らは人間文化研究機構の機関と連携を強化するために「機構共同
研究」を開始しました。

同位体環境学共同研究事業に採択された方には、「同位体環境
学講習会」（毎年夏期に開催）によって技術を習得していただき、

「同位体環境学シンポジウム」（毎年 12 月に開催）において発表す
ることで研究結果の取りまとめに生かしていただいています。「同位
体環境学シンポジウム」では、特に学生や若手の研究者にとって、
研究室や個別学会での議論では得られない幅広い意見をいただく
ことで、新たな発見や研究シーズを得る機会として役立っています。
また、日本地球惑星科学連合大会（Japan Geoscience Union; 
JpGU）に「環境トレーサビリティー手法の開発と適用」というセッ
ションを設け、得られた研究成果の発信にも活用していただいてい
ます。

同位体環境学共同研究事業は、2020年度には「一般共同研究」
65 課題、「部門共同研究」10 課題、さらに「機構共同研究」1 課
題が採択されました。また、2012 年度から 2019 年度の間に、国
公立大学 53 機関、私立大学 16 機関、国公立の研究機関等 27 機
関、海外の大学・研究機関等 19 機関の利用がありました。公募
要領など、詳しくはウェブサイトをご覧ください。

 https://www.chikyu.ac.jp/activities/laboratories/doitai.html

写真：102 名が参加した第 9 回同位体環境学シンポジウム（2019 年 12 月）

第 9 回

同位体環境学
シンポジウム

9th Symposium on
Environmental Isotope Study

2019

12/20
              Fri9：00 - 17：25

総合地球環境学研究所
会場

プログラム
受付　Registration

所長挨拶　Opening Remarks

　安成 哲三（地球研）　YASUNARI Tetsuzo（Director-General, RIHN）

「地球研における同位体環境学共同研究」
Current topics of Environmental Isotope Study in RIHN

　陀安 一郎（地球研）　TAYASU Ichiro（RIHN）

ポスター口頭発表 　Poster flash talks（1）
ポスターセッション　Poster session（1）
昼食　 Lunch

「リン循環を解明する新たなツール「リン酸 - 酸素安定
同位体」：環境科学への応用と展望を探る」

Phosphate oxygen isotopes as a tool to trace P dynamics: perspectives in 
environmental sciences

　奥田 昇（地球研）　OKUDA Noboru（RIHN）

「ダブルスパイク -TIMS 法を用いた Sr 安定同位体の
高精度分析とその地球化学・考古科学への応用」

High prec i s ion ana lys i s  o f  s tab le S r  i so topes by DS -T IMS and i t s  
application to geochemical and archaeological sciences

　若木 重行（海洋研究開発機構 高知コア研究所）
　WAKAKI Shigeyuki（Kochi Institute for Core Sample Research, JAMSTEC）

ポスター口頭発表　Poster flash talks（2） 
ポスターセッション　Poster session（2） 
まとめ　Summary
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後援
北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター / 秋田大学 大学院国際資源学研究科 / 筑波大学下田臨海実験センター

東京大学総合研究博物館 / 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 / 金沢大学 環日本海域環境研究センター

京都大学 生態学研究センター / 九州大学 農学部附属演習林 / 産業技術総合研究所 計量標準総合センター

海洋研究開発機構 高知コア研究所 / 日本環境衛生センター アジア大気汚染研究センター / 農林水産消費安全技術センター

静岡県環境衛生科学研究所 / 山梨県忍野村 / 福井県大野市 / 愛媛県西条市

日本長期生態学研究ネットワーク（JaLTER） / 全国大学演習林協議会

主催

お問い合わせ
総合地球環境学研究所 研究基盤国際センター 計測・分析部門
Laboratory and Analysis Division of the RIHN Center, Research Institute for Humanity and Nature
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■■ 機器･装置類について
地球研には18の実験室があります。汚染のない環境で試料を処

理するクリーンルームや、生物や氷床コアなどの試料を保管する低
温保管室、人工的に管理された環境で生物を育てる恒温室もあり、さ
まざまな分野が共同して進める環境研究の展開を可能にしています。

また、汎用性が高く新たな地球環境研究への発展が期待される、
先端的な共通機器を重点的に整備しています。光学・電子顕微鏡
などの屋内実験機器や測量機器などの野外観測機器に加え、安定
同位体測定のための軽元素安定同位体比測定用質量分析装置

（IR-MS）、表面電離型質量分析装置（TIMS）、マルチコレクタ
ICP-MS（NEPTUNE plus）、誘導結合プラズマ質量分析装置

（ICP-MS）、水同位体分析装置、年代測定のためのガンマ線スペ
クトロメーターなどが設置されています。微量元素や安定同位体に
関する情報分析技術や手法は、近年急速に発展してきており、高
精度な情報獲得に向けて最先端の分析機器を整備しています。

共通機器の利用については、実験施設ウェブサイトをご覧ください。

地球研本館
地下一階
平面図
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 ■ Room1　恒温室
5℃、15℃、25℃の 3 室があり生物の恒温実験などが
おこなわれています。

 ■ Room2　生物実験室 1
生物試料の処理や調製のほかDNAシーケンサーによる
分析がおこなわれています。

 ■ Room3　顕微鏡室
機能の異なる顕微鏡が各種設置されており、試料観察
だけでなく年輪の精密測定や微小試料の回収などに利
用されています。

実験施設
 https://www.chikyu.ac.jp/laboratories/

実験施設
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 ■ Room12　野外調査準備室
野外観測や調査に必要な備品・消耗品類が保管されており、調査前の
機器調整がおこなわれています。

 ■ Room14　クリーンルーム
クリーン度ISOクラス 5-6 の清浄な実験環境で環境試料の高度処理がお
こなわれています。

 ■ Room17　試料処理室
乾燥、粉砕、切断、研磨、分離などの処理を効率的におこなうための
機器類が設置され、環境試料の一次処理に利用されています。

 ■ Room18　試料保管室
温度制御された 4 室（20℃、5℃、−10～0℃、−30℃）があり、雪氷、
生物、水、考古遺物などの試料が保管されています。

 ■ Room7　同位体分析室 1
2 種類の質量分析装置による金属元素や重元素の安定同位体比分析のほか、
ガンマ線測定装置による放射線測定がおこなわれています。

表面電離型質量分析装置（TRITON） マルチコレクタICP-MS（NEPTUNE plus）

 ■ Room8　同位体分析室 2
5 種類の磁場型質量分析装置による軽元素の安定同位体比（H, C, N, O, S）測
定のほか、ICP-MS質量分析装置による元素分析がおこなわれています。

誘導結合プラズマ質量分析装置
（ICP-MS 7500cx）

有機物C・N同位体比測定装置
（FlashEA-ConFloIV-Delta V advantage）

 ■ Room10　化学分析室
イオンクロマトグラフィー装置、ICP発光分光分析装置ほか、CRDS方式
の装置による水同位体比分析がおこなわれています。

水同位体比分析計（L2130-i）

イオンクロマトグラフィー（ICS-3000）

実験施設
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